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 論文の要旨 
















































































































ビタシオン(Unité d'Habitation de Marseille, 1952)の２作品
であり、いずれも前川國男が直接訪れたことのある屋上
庭園である。さらに、前川國男が自身の屋上庭園を計画
する際に参照したのもまた、サヴォワ邸とマルセイユの
ユニテ・ダビタシオンの２作品であった。つまり前川國
男は、自身の体験の中で享受した屋上庭園を、自身の作
品へと置換していると推測できる。 
 
５.	 結論	
前川國男は屋上庭園の制作において、一貫して自身が
体験したル・コルビュジエ作品に着眼し続け、設計活動
後期になるほどに、形態が主張することのない空間構成
そのものとして応用している。	
前川國男は周辺環境への眺望が消失する高度経済成長期
において、屋上庭園にル・コルビュジエから受容した「段
状の空間構成」や「屋内居室との視覚的な連続性」を付
加し、また登降の行為を通じて新たな眺望を生み出すこ
とで、それまでの日本にはない公共性を付加させようと
試みている。また一方で、段状の構成を地上にまで延長
させ、カルーゼル広場の持つ周辺環境との連続性を付加
することで、エスプラナードという新たな公共空間をも
創出している。 
それらは、いずれも時代毎の社会的な課題に対する前
川國男の解決策であり、前川國男はル・コルビュジエの
私的な屋上庭園の空間構成を、日本の公共建築へと置換
することで、独自の手法として読み替えている。 
要するに、普遍性や合理性を造形理念とするモダニズ
ムの潮流の中において、前川國男はル・コルビュジエの
屋上庭園に独自の公共性を加味し、再び大地と接続させ
ることで、周辺環境と建築とを流動的に調和させている。
前川國男が屋上庭園やエスプラナードで探求し続けたこ
の公共性は、敷地が狭隘な日本において、また、建築の
密集化が進む現代においても、建築と周辺環境を連関さ
せる手法として再評価できるであろう。 
 
